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【内容要旨】（１，２００字以内） 
【背景と目的】がん治療は専門分野の垣根を超えた集学的アプローチが必要である。山形大

学医学部附属病院では、がんの治療方針は診療科毎ではなく病院が責任を持って決めるとい

う理念のもと、多職種のがんの専門家が一堂に会してがんの最適な治療方針を討議する

Cancer Treatment Board(CTB)を 2007年より実施している。CTBの有用性に関する検討
は欧米を中心にされてきたが、CTB が放射線治療に与える影響を包括的にまとめた検討は
国際的にみても報告がない。本研究では CTBが放射線治療にどの様な影響を与えているか
を検討し、CTBの有効性と問題点を明らかにすることを目的とした。 
【対象と方法】対象は 2012年 4月～2017年 3月の間に山形大学医学部附属病院で開催さ
れた CTBに提示された症例。CTBの議事録を基に、症例ごとの提示治療方針を放射線治療
の位置づけごとに分類した。そして CTB討議後に放射線治療の方針がどのように変化した
かを分析し、その理由を明らかにした。更に、CTB の推奨通りに実臨床で治療選択がされ
ていたかを分析し、その一致・不一致の割合を算出し、不一致症例についてその原因を明ら

かにした。 
【結果】対象期間の症例総数は 1,813症例であった。CTB提示時点では 72％ (1,293症例)
で放射線治療を含む治療案が考慮されていた。CTB で討議された結果、放射線治療は全症
例の 66％（1,205症例）で推奨されていた。CTBを介したことによる放射線治療推奨判断
への影響率は 13 %であった。その内訳は、担当医が化学療法や手術検討症例に対し根治的・
緩和的放射線治療の適応を推奨したものや粒子線治療であれば可能と推奨したものがみら

れた。反対に、担当医が放射線治療を検討していた症例に対し、治療リスクが高いと判断し

放射線治療が適応外と判断されたり、化学療法や手術が推奨されていた。また CTB後に放
射線治療における推奨方針が推奨どおりの方針でなされていたかの一致率は 93％（1,689
症例）と非常に高い割合であった。7％（124 例）の不一致例が確認されたが、不一致とな
った理由として最も多かったのが、主治医の意見が 30％（37 症例）、次いで患者の希望が
27％（34症例）、病勢進行が 20％（25症例）であった。 
【結論】CTBによる放射線治療推奨判断における影響率は全体で 13％であり、CTBが放射
線治療の方針決定に大きな影響を与えていることを世界で初めて包括的に示した。CTB に
おいて放射線治療が討議された割合、推奨された割合はともに高く、これらから CTBは放
射線治療の適切な実施の観点から極めて重要なシステムであることを示していると考えら

れた。一方で、推奨治療方針と実施治療内容の不一致は 7％で認められ、今後検討・改善し
ていくべき課題と考えられた。 




